
 

   血液・膠原病・感染症内科学講座 

 

【研究プロジェクト名および概要】 
I． ヒト T 細胞白血病ウイルス 1 型の発がん機構 
II． 成人 T 細胞白血病（ATL）の臨床、病態解析と治療開発       
III． 白血病の発症機構の解析に基づく病態研究と新しい治療法の開発 
IV． 悪性リンパ腫、骨髄腫および原発性アミロイドーシスの病態解析と新規治療法開発へ向けた 

トランスレーショナルリサーチ                     
V． 膠原病・自己免疫疾患の病態解析と治療 
VI． 後天性免疫不全症候群（AIDS）の病態解析とその分子標的治療剤開発へ向けたトランスレーショナル

リサーチ 
VII． 発作性夜間ヘモグロビン尿症(PNH)や慢性骨髄白血病(CML)などの造血幹細胞疾患の臨床及び基礎研究 
VIII． 血液凝固系の臨床及び基礎研究 
 

【教職員および大学院学生】 【研究プロジェクト】 
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助 教 河野 和 IV 

助 教 七條 敬文 I, II, III, IV 

大学院（博士課程） 上野 満徳 I, II, III, IV 

大学院（博士課程） 園田 未祐 I, II, III, IV 

大学院（博士課程） IDRISS OSAMA MOHAMMED ALI HUSSEIN    I, II 

大学院（博士課程） 張 文怡 I, II 

大学院（博士課程） 奥村 真由 VI 

大学院（博士課程） ALI AHMED TARIG SALAH I, II 

大学院（修士課程） 白 俊哲 I, II 
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 技術補佐員 松本 美穂 I, II 

技術補佐員 西銘 由美 
 

I, II 

   
 
【連絡先】電話: 096-373-5156  FAX：096-373-5158 
【ホームページ】https://2naika.jp/  
 

【特殊技術・特殊装置】 

1. P3 施設                                3.  Confocal microscope 
2. Flow cytometer (FACSVerse, FACSLyric)     4.  Next-generation sequencer (Illumina Miseq) 
5.   Cell sorter (SONY SH800S) 
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